
連歌の会

「連歌」は「みんなでつくる詩歌」です。ある人が詠んだ５・７・５の句に、別の人が７・
７の句を詠んで付けます。さらに別の人がそれに５・７・５の句を詠んで付ける……という感
じで、どんどん句を連ねていきます。そうして、ひとつの連歌作品ができあがるのです。

このイベントでは、来場されたみなさんに句を詠んでいただき、いっしょに連歌作品を完成
させます。

むずかしそうですが、大丈夫！ 講師のみなさんがやさしく教えてくださいます。

予約不要。お金もいりません。当日図書館に来れば参加できます。ぜひともお越しください。

平野区に残る伝統文化「連歌（れんが）」にチャレンジしてみましょう！

大
丈
夫
。
で
き
る
よ
。

日 時 令和8(2026)年8月4日(火) 14時～16時
会 場 大阪市立平野図書館1階入口すぐ（エントランス）
講 師 平野法楽連歌会 ( ひらのほうらくれんがかい ) と

  平野図書館連歌会 ( ひらのとしょかんれんがかい)  のみなさま

対    象 小学生から中学生

定    員 当日先着30名 当日来た人から順番に句を詠んでもらいます

大阪市立平野図書館
〒547-0043 大阪市平野区平野東1-8-2
電話 06-6793-0881
https://www.oml.city.osaka.lg.jp/

夏 休 み

こども

裏面には、昨年の「こども連歌の会」で作られた作品を掲載しています→
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